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広葉樹萌芽枝の放射性セシウム濃度の推移

〇氏家 亨、山村 充、一條香奈恵、國嶋 薫、九石公道、古宇田勉、三瓶和法、熊井直也

（国土防災技術株式会社）

1. はじめに

東京電力福島第一原子力発電所の事故以前、福島県は、各県がしいたけ原木を他県から調達する総量のうち 50 %以

上を供給する大生産地であった。事故後、しいたけ原木には出荷制限閾値（50 Bq/kg）が設けられ、県内の林業生産

活動に大きな影響が及んでいる。

福島県でしいたけ原木として用いられる樹種は主にコナラで、多くは萌芽更新（更新伐後に発生した萌芽枝を成長

させる方法）により生産される。福島県では原発事故後に更新伐を実施した森林を対象に、林内で発生したコナラを

主体とする萌芽枝の放射性セシウム（Cs）濃度をモニタリングしており、本稿ではそれら調査結果について報告する。 

2. 調査方法

平成 24 年に更新伐を実施した 3 地区（田村市常葉、田村市都路、いわき市川前）の森林内のコナラを主体と

する任意の計 30 株を対象に、翌平成 25 年以降、年 1 回の頻度で萌芽枝と葉、周辺の落葉及び土壌（GL-0～

10cm）を採取し、Ge 半導体検出器により放射性 Cs 濃度を測定した。なお、試料採取は 9 月下旬から落葉まで

の間に実施した。また、平成 30 年度の調査では、土壌の交換性カリウム（K）濃度もあわせて調査した。 

3. 調査結果

コナラはサクラやミズナラに比べ萌芽枝濃度が高い傾向があ

る。萌芽が発生した H25 年度から H27 年度にかけては濃度が大

きく低下したが、その後は概ね横ばいか漸減傾向となっている。 

H30 年度の萌芽枝幹部濃度と葉部濃度との相関図を図 1 に示

す。当該年の試料採取時期（9 月下旬）において、萌芽枝幹部濃

度と葉部濃度は良好な正相関を示した。林産物である萌芽枝を採

取することなく、放射性 Cs 濃度を容易かつ高精度に把握できる

手段として、葉を調査対象とすることが有効である可能性が示唆

された。

萌芽枝濃度と地表面の放射性 Cs 蓄積量との間に相関は認めら

れなかった。対して土壌の交換性 K 濃度との間には、交換性 K 濃度が 150 mg/kg 以上となる地点では放射性

Cs の面移行係数 Tagが明瞭に小さくなるという関係性が認められた。以上より、萌芽枝の放射性 Cs 濃度は、地

表面の放射性 Cs 量よりも土壌中の交換性 K 量に支配されている可能性が示唆された。 

4. 考察と今後の課題

萌芽枝の放射性 Cs 濃度は、発生後 2 年の間に大きく低下するが、その後はほぼ横ばいで推移していた。しい

たけ原木林の再生を見据えた場合、現時点で更新伐を実施しても次回の伐採適期となる約 20 年後時点において

も、生産される原木が出荷制限閾値を超過してしまう森林も多いと想定される。ただ、周辺土壌の交換性 K 量が

増加することで、萌芽枝の濃度も低下するという前向きな可能性も示唆された。さらに調査を継続し、実現性の

高い萌芽枝（しいたけ原木）の濃度低減手段について検討していく必要がある。

 萌芽枝濃度のモニタリング法としては、葉を調査対象とすることの有効性が示された。ただ、葉の濃度は季節

変動が大きい可能性があり、今後は高精度で萌芽枝濃度を推測するために最適な葉の採取時期についても追加で

調査していきたい。

図 1 萌芽枝濃度と葉濃度の相関図 
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